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永
年
の
功
績
を
た
た
え
て

　

永
年
に
わ
た
る
活
動
や
顕
著
な
功
績
に
よ
り
、各
賞
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　選挙管理会委員として永年
にわたり選挙の適正執行に尽
力されました。

自
治
功
労

安あ
ん
ど
う藤

　
弘ひ

ろ
こ子 

さ
ん

　魚沼市議会議員として、永
年にわたり地方行政の進展に
尽力され、市の発展に寄与さ
れました。

自
治
功
労

星ほ
し

　
　
謙け
ん
い
ち一 

さ
ん

　魚沼市議会議員として、永
年にわたり地域の進展に尽力
され、市の発展に寄与されま
した。

自
治
功
労

櫻さ
く
ら
い井

　
　
稔
み
の
る 

さ
ん

　永年にわたり母子保健活動
に従事され、市の保健行政に
貢献されました。

保
健
功
労

風か
ざ
ま間

　
み
え 

さ
ん

　交通指導員として永年にわ
たり交通安全啓発活動を積極
的に行い、交通事故の抑制に
尽力されました。

交
通
安
全
功
労

高た
か
は
し橋

　
　
清
き
よ
し 

さ
ん

　統計調査員として永年にわ
たり、国民生活の基礎となる
統計調査に貢献されました。

自
治
功
労

佐さ
と
う藤 

千ち

え

こ
恵
子 

さ
ん

　芸伎として永年にわたり温
泉地の発展及び、市の観光行
政に貢献されました。

観
光
振
興
功
労

水み
ず
の野 

久く

み

こ
美
子 

さ
ん

　芸伎として永年にわたり温
泉地の発展及び、市の観光行
政に貢献されました。

観
光
振
興
功
労

中な
か
の野

　
房ふ
さ
こ子 

さ
ん

　永年にわたり自然公園の保
護活動や指導を行い、市の観
光行政の発展に貢献されまし
た。

観
光
振
興
功
労

桜さ
く
ら
い井

　
昭
し
ょ
う
き
ち吉 

さ
ん

　索道技術者として永年にわ
たりスキー場の安全管理に尽
力され、観光振興に貢献され
ました。

観
光
振
興
功
労

穴あ
な
ざ
わ沢

　
富と

み
あ
き明 

さ
ん

　索道技術者として永年にわ
たりスキー場の安全管理に尽
力され、観光振興に貢献され
ました。

観
光
振
興
功
労

阿あ
だ
ち達

　
　
悟
さ
と
る 

さ
ん

　索道技術者として永年にわ
たりスキー場の安全管理に尽
力され、観光振興に貢献され
ました。

観
光
振
興
功
労

根ね
も
と本

　
新し
ん
じ二 

さ
ん

　索道技術者として永年にわ
たりスキー場の安全管理に尽
力され、観光振興に貢献され
ました。

観
光
振
興
功
労

横よ
こ
や
ま山

　
和か

ず
と
し俊 

さ
ん

　自衛隊員として、永年にわ
たり住民の生命財産を守り、
防衛基盤の育成に尽力されま
した。

防
衛
功
労

五い
が
ら
し

十
嵐 

正ま
さ
の
ぶ宣 

さ
ん

　消防団員として、永年にわ
たり地域住民の生命財産を守
るとともに団員の育成指導に
尽力されました。

消
防
功
労

韮に
ら
さ
わ沢

　
幸ゆ
き
ひ
こ彦 

さ
ん

　消防団員として、永年にわ
たり地域住民の生命財産を守
るとともに団員の育成指導に
尽力されました。

消
防
功
労

滝た
き
ざ
わ沢

　
孝た
か
ゆ
き行 

さ
ん

　永年にわたりユリ切花の生
産技術向上や販売拡大に尽力
され、農業振興に尽力されま
した。

農
林
水
産
功
労

田た
ざ
わ澤

　
利と

し
ひ
こ彦 

さ
ん

平
成
25
年
度
魚
沼
市
褒
賞
（
個
人
１７
名
、
１
企
業
、
４
団
体
）

高
齢
者
叙
勲　旧広神村議会議長及び魚

沼市議会議員として永年に
わたり、地域の発展と住民
生活の向上に貢献されました。

旭
日
双
光
章
・
地
方
自
治
功
労

佐さ
と
う藤

　
一か
ず
お男 

さ
ん

　旧守門村議会議員として
永年にわたり、地域の発展
と住民生活の向上に貢献さ
れました。

旭
日
単
光
章
・
地
方
自
治
功
労

小こ
い
わ岩

　
文ふ
み
お男 

さ
ん

秋
の
叙
勲

　旧小出町及び魚沼市議
会議員として地方行政の
発展と住民生活の向上に
貢献されました。

旭
日
双
光
章
・
地
方
自
治
功
労

櫻さ
く
ら
い井

　
　
稔
み
の
る 

さ
ん

商工振興功労

　安全かつ高品質の食品の開
発を行い、権威ある各賞を受
賞されるなど、商工振興の発
展に貢献されました。

農林水産功労

　生産者と消費者の交流や転
作田利用、耕作放棄地解消な
ど地域活性化を行い、農業振
興の発展に貢献されました。

農林水産功労

　豊かな自然を活用したむら
づくりに取組み、誰もが安全
で楽しく暮らせる集落づくり
に尽力されました。

穴沢集落
　魚沼園芸
　ものずき村

　ホリカフーズ
株式会社

環境功労

　区内の各種団体との連携を
図り、幅広く美化運動の取組
みを継続され、地域の環境美
化に貢献されました。

　青島区

北陸農政局長賞

　安心安全に暮らせる相互扶助
の仕組み強化や中山間直接支払
制度を活用した集落営農活動を
行い、豊かなむらづくりに貢献
されました。

穴沢集落

環境功労

　「根小屋花と緑と雪の里」
公園及び隣接遊歩道の管理に
尽力され、環境保全に貢献さ
れました。

   立・桜又
　　自然愛好会

県
知
事
表
彰　旧湯之谷村及び魚沼市議会

議長として地方分権の推進に
尽力されました。

地
方
自
治
功
労

星ほ
し

　
　
謙け
ん
い
ち一 

さ
ん

　小千谷市魚沼市川口町医
師会会長として地域医療の
向上に貢献されました。

保
健
衛
生
功
労

庭に
わ
や
ま山

　
昌ま
さ
あ
き明 

さ
ん

そ
の
他
表
彰

新潟県環境賞

　子どもから年配の方まで幅広
い取組みで、不法投棄・ごみの
ポイ捨て頻発地点の美化、地域
の環境美化に貢献されました。

　青島区
新潟県環境賞

　芝桜の名所として市民から広
く愛されている「根小屋花と緑
と雪の里」公園と隣接遊歩道の
管理に尽力されました。

   立・桜又
　　自然愛好会
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魚沼市
優良工事表彰

税
務
課
か
ら

問　

税
務
課　

☎
７
９
２
・
９
７
５
１

平
成

２６
年
度
か
ら
、
個
人
市
県
民
税
の

均
等
割
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

お知らせ1
　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、
既
に

復
興
特
別
所
得
税
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
が
、地
方
自
治
体
で
も
、

防
災
や
減
災
の
た
め
の
施
策
に
要

す
る
費
用
を
確
保
す
る
た
め
、
地

方
税
の
臨
時
特
例
法
の
公
布･

施

行
に
よ
り
、
平
成

２６
年
度
か
ら

１０

年
間
に
限
り
、
個
人
市
町
村
民
税

の
均
等
割
を
５
０
０
円
、
引
き
上

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

魚
沼
市
で
も
、
市
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
に
行
う
防
災
・

減
災
施
策
に
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
個
人
市
民
税
の
均
等

割
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
個
人
県
民
税
の
均
等
割

に
つ
い
て
も
、
同
じ
期
間
５
０
０

円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■引き上げ後（平成２６年度課税分～）の税率

個人市県民税の均等割をそれぞれ年額５００円引き上げます。
なお、非課税の方は税率引き上げの影響はありません。
※税額の計算方法は今までどおりです。

均等割 現　行 引き上げ後
市民税 3,000 円 3,500 円
県民税 1,000 円 1,500 円
合　計 4,000 円 5,000 円

大
切
な
ふ
た
つ
の
お
知
ら
せ
で
す

■
適
用
期
間
と
使
途

　

平
成
２６
年
度
か
ら
平
成
３５
年
ま

で
を
適
用
期
間
と
し
、
個
人
市
民

税
均
等
割
の
引
き
上
げ
に
よ
る
増

収
分
に
つ
い
て
は
、
防
災
・
減
災

事
業
に
活
用
し
ま
す
。

市
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
相
談
会
の
会
場
が
変
更
さ
れ
ま
す

お知らせ2
　

昨
年
ま
で
申
告
相
談
会
場
は
小

出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
２６
年
２
月
に

行
わ
れ
る
市
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
相
談
会
か
ら
、
会
場
を
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。

  

旧
会
場  

小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

  

新
会
場

　
魚
沼
市
役
所 

湯
之
谷
庁
舎

　

こ
れ
は
、
今
ま
で
に
来
場
し
た

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
反
映
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
の
変
更
で
す
。
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
相
談
会
に
つ
い
て
の
主
な
内

容
は
下
段
の
と
お
り
で
す
。

〈
会
場
〉　

　

魚
沼
市
役
所
湯
之
谷
庁
舎

　
　
（
大
沢
２
１
３
番
地
１
）

〈
期
間
〉

　

平
成

２６
年

　
　

２
月

１７
日
㈪
～
３
月

１７
日
㈪

※
期
間
中
の
日
曜
日
に
、
休
日
申

告
相
談
会
を
２
回
実
施
予
定

〈
受
付
時
間
〉

　

午
前
…
９
時
～

１１
時

３０
分

　

午
後
…

１３
時
～

１６
時

〈
そ
の
他
〉　

※
守
門
・
入
広
瀬
地
域
で
の
申
告

相
談
会
は
例
年
同
様
に
実
施
し
ま

す
。（
日
程
は
未
定
）
た
だ
し
、

守
門
会
場
に
つ
い
て
は
守
門
庁
舎

改
修
工
事
の
た
め
、
守
門
健
康
セ

ン
タ
ー
へ
会
場
が
変
わ
る
予
定
で

す
。

■
申
告
相
談
会
内
容
（
概
要
）

※
申
告
相
談
会
の
詳
細
は
、
１
月

１０
日
号
の
市
報
う
お
ぬ
ま
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平成２５年度

平成２４年度に完成した建設工事の
中から、特に模範となる工事や施工
管理が優れた技術者を選定し、表彰
を行いました。（敬称略・表彰内容抜粋）

問　財政室　☎　７９２－９２０５

 

優
良
工
事
表
彰
（
３
社
）

①

②

③

①
有
限
会
社
田
原
配
管
工
業

【
工
事
名
】

　

上
ノ
原

１７
号
線
水
道
管
布
設
替
工
事

②
株
式
会
社
浅
井
組

③
光
進
運
輸
建
設
有
限
会
社

優
秀
技
術
者
表
彰
（
１
名
）

佐
藤　

晃
（
株
式
会
社 

浅
井
組
）

　

昭
和
４７
～
４９
年
に
布
設
さ
れ
た

水
道
管
で
、
当
時
の
施
工
資
料
が

な
く
、
試
掘
調
査
を
実
施
し
て
の

施
工
と
な
り
ま
し
た
。
近
隣
住
民

【
工
事
名
】

　

フ
キ
ノ
沢
川
河
川
災
害
復
旧
工
事

へ
の
配
慮
や
現
場
状
況
に
応
じ
た

施
工
提
案
に
よ
る
品
質
向
上
を
図

り
、
工
事
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

【
工
事
名
】

１
．
林
道
小
平
沢
線
２
号
箇
所
災
害
復
旧
工
事

２
．
市
道
葎
沢
４１
号
線
道
路
災
害
復
旧
工
事

フ
キ
ノ
沢
川
河
川
災
害
復
旧
工
事

主
任
技
術
者

　

平
成
２３
年
度
新
潟
福
島
豪
雨
に

よ
る
災
害
復
旧
工
事
で
、
工
事
用

道
路
確
保
の
た
め
隣
接
田
の
地
権

者
と
の
調
整
や
、
重
機
の
油
脂
流

出
事
故
に
備
え
た
対
策
を
厳
重
に

行
い
、
安
全
配
慮
と
自
然
環
境
の

保
全
に
務
め
工
事
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

１
．
平
成
２３
年
新
潟
福
島
豪
雨
に

よ
り
崩
落
し
た
林
道
の
路
肩
復
旧

工
事
で
す
。
現
場
道
路
は
通
行
止

め
が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
が
、

関
係
者
と
工
程
を
綿
密
に
検
討
し

て
通
行
を
確
保
し
な
が
ら
施
工
を

行
い
ま
し
た
。

２
．
平
成
２３
年
新
潟
福
島
豪
雨
に

よ
り
崩
落
し
た
市
道
の
路
肩
復
旧

工
事
で
す
。
幅
員
の
狭
さ
と
温
泉

管
と
マ
ン
ホ
ー
ル
が
露
出
す
る
困

難
な
条
件
下
で
、
構
造
物
を
傷
つ

け
ず
養
生
し
な
が
ら
、
事
故
な
く

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

優秀技術者表彰の佐藤さんへの表彰状は、
（株）浅井組代表者様へ贈呈しました。

魚
沼
市
体
育
協
会

体
育
功
労
者
・
優
秀
選
手 

秋
期
表
彰

　

１１
月
２６
日
に
魚
沼
市
体
育
協
会

に
よ
る
秋
期
体
育
功
労
者
・
優
秀

選
手
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 問　

生
涯
学
習
課　

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

■
■ 

■ 

優
秀
選
手
表
彰
（
個
人
）

井
川　

聖
人　
　
　
　

陸
上
競
技

（
堀
之
内
高
等
学
校
）

■
■ 

■ 

体
育
功
労
者
表
彰
（
個
人
）

大
桃　

誠
一　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

（
魚
沼
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）

今
井
明
日
香　
　
　
　

陸
上
競
技

（
小
出
中
学
校
）

和
田　
　

歩　
　
　
　

相　
　

撲

（
広
神
東
小
学
校
）

高
野　

周
諭　
　
　
　

空　
　

道

（
魚
沼
市
空
道
協
会
）

大
家　

光
世　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ

（
新
潟
産
業
大
学
付
属
高
校
）

目
黒　
　

宝　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ

（
広
神
西
小
学
校
）

若
井　

更
紗　
　
　
　

陸
上
競
技

（
魚
沼
市
Ｊ
Ｔ
Ｆ
Ｃ
）

笠
原
加
寿
也　
　
　
　

柔　
　

道

（
小
出
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

岩
渕　

智
梨　
　
　
　

柔　
　

道

（
小
出
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

岡
部　

海
輝　
　
　
　

空　
　

手

（
魚
沼
市
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

佐
藤　

愛
子　
　
　
　
　

ス
キ
ー

（
守
門
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

関
塚　

真
美　
　
　
　
　

ス
キ
ー

（
奥
只
見
丸
山
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

金
子
あ
ゆ
み　
　
　
　
　

ス
キ
ー

（
奥
只
見
丸
山
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

めざせ！東京オリンピック！
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公
営
企
業
会
計
は
、水
道
事
業
・

下
水
道
事
業
・
ガ
ス
事
業
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
生
活
や
、
地
域

の
発
展
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
、
地
方
公
共
団

体
が
経
営
す
る
企
業
で
す
。

　

特
定
の
個
々
の
人
に
対
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
で
あ

る
た
め
一
般
会
計
と
は
異
な
り
、

必
要
な
経
費
を
料
金
な
ど
の
収
入

で
賄
う
独
立
採
算
の
経
営
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

問　ガス水道局　７９２－１１１８

あったか～い  新プラン

「ガス家庭用
温水暖房」

　平成２５年４月１日から新プラン「家庭用

温水暖房」が始まりました。自宅を建て替え

る予定のある方や、リフォームをお考えの方

はぜひご検討ください。

「家庭用温水暖房」てば何でえ？

　都市ガスで温めたお湯などを循環させ、居

間などを暖房するものです。

　主な暖房方法として床暖房・ファンコンベ

クター・パネルヒーターなどがあります。

　寒い冬でも、足元から

ぽかぽかと暖まることが

できます。

■料金

■契約の条件

　次の条件全てにあてはまる場合に、本人が

申し込むことができます。

○専用住宅または併用住宅（居住部分と店舗

　が完全に区分されておらず、相互に往来出

　きる住宅）で使用すること。

○都市ガスを使用し、温水を循環させる装置

　で暖房すること。

○居室（居住の目的に継続して使用する部屋

　であり、居間及びリビングやダイニング　

　キッチン等）を含む部分を暖房すること。

○使用ガスメーターの合計能力が 16m3/h 以   

　下であること。

　・基本料金　1,575 円／月
　・基準単位料金　106.68 円／月

　冬期（１２月から４月検針分）の期間が対象
となります。その他期（５月から１１月検針）は、
一般契約料金となります。
１か月７９㎥以上お使いの場合、一般契約料
金よりもお得になります。

 市報うおぬま7

公営企業
決算状況

水
道
事
業

　

水
道
料
金
な
ど
の
収
入

６
億
８
，
８
２
７
万
円
に
対

し
、
維
持
管
理
に
要
し
た
費
用
は

６
億
１
，
９
４
７
万
円
で
、
６
，

８
８
０
万
円
の
利
益
が
あ
り
ま
し

た
。

　

建
設
工
事
費
は
、
１２
路
線
の
老

朽
管
布
設
替
、
青
島
第
３
取
水
井

工
事
、
堀
之
内
地
区
・
入
広
瀬
地

区
の
一
部
の
テ
レ
メ
ー
タ
ー
を
更

新
す
る
な
ど
安
定
供
給
対
策
を
行

い
ま
し
た
。

○
給
水
人
口　

３
９
，
１
３
３
人

　
　
　
　
　
　
　
（
▲
７
０
４
人
）

○
給
水
件
数　

１
４
，
６
２
７
件

　
　
　
　
　
　
　
（
▲
１
４
５
件
）

○
年
間
配
水
量

　

６
１
６
万
２
，
６
５
２
ｍ３

○
年
間
有
収
水
量

４
５
８
万
２
，
７
５
８
ｍ３

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比

　

下
水
道
使
用
料
な
ど
の
収
入

１８
億
９
，
４
８
４
万
円
に
対

し
、
維
持
管
理
等
に
要
し
た
費

用
は
１７
億
８
，
９
９
８
万
円
で
、

１
億
４
８
６
万
円
の
利
益
が
あ
り

ま
し
た
。

　

建
設
工
事
費
は
、
処
理
場
の
統

合
や
老
朽
化
し
た
処
理
場
の
設
備

更
新
を
行
い
ま
し
た
。

下
水
道
事
業

○
処
理
可
能
人
口　

　

３
９
，
８
０
６
人

（
▲
７
０
１
人
）

○
水
洗
化
人
口　

３
７
，
６
９
２
人

　
　
　
　
　
　
　
（
▲
５
１
６
人
）

○
年
間
処
理
水
量

５
４
９
万
７
，
２
２
８
ｍ３

○
年
間
有
収
水
量

４
４
７
万
８
，
４
６
８
ｍ３

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比

ガ
ス
事
業

　

ガ
ス
料
金
な
ど
の
収
入

１０
億
８
，
８
１
０
万
円
に
対
し
、

ガ
ス
購
入
費
や
施
設
維
持
管
理
な

ど
の
費
用
は
１０
億
４
，
８
７
９
万

円
で
、
３
，
９
３
１
万
円
の
利
益

が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
の
郷
ガ
ス
製
造
所
に
よ
る
大

口
供
給
と
小
口
供
給
を
併
せ
、
年

間
販
売
量
は
前
年
比
約
５
％
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

ガ
ス
販
売
量
は
増
加
し
た
も
の

の
、
輸
入
ガ
ス
価
格
の
高
騰
に
よ

り
原
料
費
調
整
額
の
上
限
超
過
の

影
響
を
受
け
、
利
益
が
減
少
し
ま

し
た
。

○
年
度
末
需
要
家
数　

　

７
，９
７
３
戸
（
▲
１
１
２
戸
）

○
年
間
ガ
ス
販
売
量

　

１
０
，
０
２
４
千
ｍ３

（
４
３
９
千
ｍ３

増
）

○
主
な
工
事
契
約

　

小
出
ガ
ス
供
給
所
設
備
更
新
工

事
・
同
建
築
工
事
・
中
圧
管
布
設

替
工
事　

ほ
か

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比

内部
  留保

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

【水道事業の維持・管理に関する収支】 【施設の建設・改良に関する収支】

内部
  留保

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

【下水道事業の維持・管理に関する収支】 【施設の建設・改良に関する収支】

【ガス事業の維持・管理に関する収支】

内部留保

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

【施設の建設・改良に関する収支】

平成２４年度

（平成２５年４月１日現在料金体系）
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９
月
２９
日
に
小
出
郷
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・

地
域
産
業
振
興
部
会
が
提
案
し
た

「
食
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
の
設
立

に
向
け
、
開
発
に
携
わ
る
関
係
企

業
・
団
体
が
集
ま
り
新
商
品
の
試

食
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
試
食
し
た
商
品
は
「
け
ん

ち
ん
汁
」「
美
雪
ま
す
笹
押
し
ず

し
」「
な
め
こ
柚
酢
っ
子
」「
ち
び

辛
き
ゅ
う
り
」
の
４
品
。
各
企
業

が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
等
を
Ｐ
Ｒ

し
、
出
席
者
が
試
食
を
行
い
な
が

ら
意
見
交
換
・
評
価
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
改
善
点
や
今
後
の
商

品
開
発
に
向
け
て
の
検
討
課
題
な

ど
を
発
表
し
合
い
、
試
食
会
は
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
試
食
会
が
と
て
も
充
実

し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
、
今
後
は

ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
試
食
会
も
計
画

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
興
味
を
持
た

れ
た
皆
さ
ま
、
私
た
ち
と
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

も
っ
と
知
り
た
い
！

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

７

問
ま
ち
づ
く
り
室　

☎
７
９
２
・
９
７
５
２

地
域
産
業
部
会
で
試
食
会
を
開
催

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.m

achidukuri-uonum
a.com

/

商品への意見交換や評価を行い、
活気ある試食会となりました。

入選作品
宮柊二記念館全国短歌大会

一
般
の
部

秀
逸
（
二
）

間
引
菜
を
乗
せ
し
媼
の
押
し
車
入
日
の
山
の
陰
が
追
ひ
越
す
　
　
　
　
　
中
澤
　
義
一

う
し
ろ
姿
抱
き
し
め
た
い
ほ
ど
小
さ
く
て
白
寿
の
母
は
只
草
を
取
る
　
　
武
藤
美
佐
子

　

１１
月
１７
日
、
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会
が
、

堀
之
内
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
秀
逸
ま
で
、
市
内
在
住
の
方
の
受
賞
作

品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課　
　

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
）
の
部

最
優
秀
賞

じ
い
ち
ゃ
ん
の
愛
情
込
め
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
ぼ
く
も
参
戦
収
穫
部
隊
　
　
　
星
野
　
泰
心

ア
ジ
サ
イ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
る
夏
の
日
の
空
　
橘
　
　
育
夢

選
者
賞
（
佐
藤
道
雅　

選
）

み
ぎ
ひ
だ
り
だ
れ
を
信
じ
る
ス
イ
カ
わ
り
み
ぎ
を
信
じ
て
い
ざ
前
に
出
る
　
和
田
　
　
歩

選
者
賞
（
福
士
り
か　

選
）

花
火
は
ね
夏
が
半
分
す
ぎ
た
こ
と
知
ら
せ
て
く
れ
る
チ
ャ
イ
ム
み
た
い
だ
　
吉
田
　
美
紅

宮
柊
二
記
念
館
長
賞

お
は
よ
う
と
元
気
を
出
し
て
言
っ
て
み
た
す
る
と
相
手
が
満
天
の
笑
み
　
星
　
　
友
喜

け
ん
道
の
県
大
会
で
が
ん
ば
っ
た
ス
キ
を
ね
ら
っ
て
し
な
い
を
ふ
っ
た
　
吉
田
　
　
雅

月
光
が
照
ら
す
道
す
じ
た
ど
る
か
げ
い
つ
も
の
散
歩
は
母
と
二
人
で
　
　
渡
辺
　
葵
衣

秀
逸
（
一
）

ゆ
う
え
ん
ち
な
か
ま
と
の
っ
た
ひ
こ
う
き
は
ハ
ン
ド
ル
き
っ
て
空
た
か
く
と
ぶ
　
風
間
　
琉
我

夕
立
が
洗
っ
て
い
っ
た
野
菜
た
ち
ト
マ
ト
に
き
ゅ
う
り
お
い
し
く
な
ぁ
れ
　  

荒
井
真
衣
子

ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生
）
の
部

選
者
賞
（
福
士
り
か　

選
）

け
ん
か
し
て
こ
ん
な
に
ひ
ど
く
痛
い
の
は
け
ん
か
の
相
手
が
君
だ
か
ら
だ
　
山
本
　
杏
子

宮
柊
二
記
念
館
長
賞

白
球
に
僕
の
夢
の
せ
一
振
り
で
ア
ー
チ
を
描
く
夏
の
青
空
　
　
　
　
　
　
大
島
　
　
周

秀
逸
（
一
）

花
火
が
ね
開
い
た
瞬
間
告
白
し
返
事
は
と
聞
く
と
だ
ま
る
あ
な
た
　
　
　
角
屋
　
真
白

ジ
リ
ジ
リ
と
ふ
り
そ
そ
ぐ
日
を
あ
び
な
が
ら
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
る
ぼ
く
た
ち
の
夏
　
桜
井
　
颯
太

ジ
ュ
ニ
ア
（
高
校
生
）
の
部

選
者
賞
（
福
士
り
か　

選
）

折
れ
た
の
は
竹
刀
で
は
な
く
僕
だ
っ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
「
負
け
た
」
あ
の
と
き
　
阿
部
　
大
機

宮
柊
二
記
念
館
長
賞

お
し
ゃ
べ
り
も
勉
強
会
も
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
変
な
写
真
も
全
部
青
春
　
　
北
村
　
舞
花

秀
逸

き
っ
か
け
は
忘
れ
ら
れ
な
い
君
の
声
そ
こ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
世
界
　
　
米
山
　
　
愛

失
敗
も
笑
い
と
ば
せ
る
父
親
の
広
い
背
中
が
ま
ぶ
し
く
写
る
　
　
　
　
　
星
　
　
　
輝

庭
に
出
て
朝
の
ト
マ
ト
を
も
ぎ
と
れ
ば
こ
こ
は
つ
く
づ
く
ふ
る
さ
と
で
あ
る
　
橘
　
　
郁
弥

　

魚
沼
市
は
地
形
的
・
地
質
的
に
、

○
地
下
水
は
豊
富
な
の
に
、
井
戸

　

が
多
い
た
め
水
位
低
下
が
大
き

　

い
地
域

○
地
下
水
が
少
な
い
た
め
、
比
較

　

的
井
戸
が
少
な
く
て
も
水
位
低

　

下
が
大
き
い
地
域

の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
地
質
調
査

や
地
下
水
利
用
調
査
で
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

魚
沼
市
で
は
、「
地
下
水
対
策

委
員
会
」で
、地
下
水
利
用
の
ル
ー

ル
づ
く
り
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
条
例
で
定
め
て
い
る

規
制
地
域
は
、
湯
之
谷
地
域
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
旧
湯
之
谷
村
で
行
っ

て
い
た
規
制
を
合
併
後
も
同
地
域

で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

地
下
水
の
利
用
は
市
全
体
に
関
わ

る
問
題
で
あ
り
、
平
等
利
用
を
進

め
る
た
め
に
も
市
民
全
体
で
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
規
制
は
第
一
種
か
ら
第

　

地
下
構
造
や
、
利
用
状
況
か
ら

地
下
水
利
用
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
る
中
で
、
現
在
の
条
例
の
検
証

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
理

由
の
一
つ
と
し
て
、
地
下
水
の
利

用
状
況
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
魚
沼

市
の
地
下
水
利
用
は
消
雪
用
が
圧

倒
的
に
多
く
、
降
雪
に
よ
り
一
斉

に
汲
み
上
げ
る
こ
と
で
地
下
水
が

低
下
し
、
利
用
者
全
体
に
影
響
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

解
消
を
図
り
、
可
能
な
限
り
平
等

に
利
用
し
て
い
く
た
め
、
地
下
水

対
策
委
員
会
に
お
い
て
条
例
の
見

直
し
を
進
め
て
行
く
予
定
で
す
。

地
下
水
の
状
況

地
下
水
規
制
の
現
状

三
種
に
区
分
さ
れ
、
第
一
種
は
水

道
水
源
周
辺
、
第
二
種
は
中
心
市

街
地
、
第
三
種
は
そ
の
他
の
地
域

で
、
そ
れ
ぞ
れ
区
分
に
応
じ
て
井

戸
の
深
度
、
吐
出
口
径
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
の
井
戸
か
ら
５０

メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域
で
は
、
公

共
の
井
戸
の
深
度
以
上
に
掘
削
が

で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。地

下
水
規
制
の
方
向
性

地下水の平等利用
冬の地下水、大切に使いましょう

問　建設室　☎７９９－４６０１

条例の見直しを進めます

市　道 土木課建設室 ☎ 799-4601

国県道 魚沼地域振興局
地域整備部 ☎ 792-1304

国道 17 号
国土交通省

長岡国道事務所
小出維持出張所

☎ 792-0839

■除雪関係の問い合わせ先

※市道問い合わせ先は、休日・夜間は小出庁舎に
転送され、宿日直に繋がる場合があります。

冬
期
の
安
全
確
保
と

除
雪
体
制

問
建
設
室

☎
７
９
９
・
４
６
０
１

■
除
雪
機
は
危
険
な
の
で
近
寄
ら
な
い

■
道
路
上
に
駐
車
し
な
い
（
場
合
に
よ
っ
て
は

そ
の
路
線
の
除
雪
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
流
雪
溝
の
蓋
が
空
い
て
る
と
大
変
危
険
で
す

の
で
、
き
ち
ん
と
閉
め
ま
し
ょ
う
。

■
水
路
へ
の
投
雪
は
人
力
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
機
械
で
の
投
雪
は
下
流
で
詰
ま
る
原
因
と

な
り
ま
す
。（
水
上
が
り
が
生
じ
た
場
合
は
地

域
で
協
力
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
）

■
除
雪
車
が
通
っ
た
あ
と
の
玄
関
先
・
車
庫
前

の
残
雪
は
、
各
自
で
対
応
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
投
雪
場
所
の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
投

雪
さ
れ
て
困
る
場
所
に
は
除
雪
作
業
中
で
も
わ

か
る
よ
う
に
、
赤
い
旗
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

■
樹
木
の
垂
れ
下
が
り
・
枝
折
れ
に
よ
り
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
所
有
者
は
管
理
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
消
雪
パ
イ
プ
に
つ
い
て

※
１４
時
～

１５
時
、

１６
時
～

１７
時
は
電
気
が
止
ま

る
た
め
水
が
出
な
く
な
り
ま
す
。

■
交
通
安
全
・
思
い
や
り
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

セ
ミ
の
声
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
立
つ
オ
レ
に
ミ
ン
ミ
ン
ミ
ー
ン
と
応
援
し
て
る
　
笠
原
　
拓
朗

ま
つ
り
だ
よ
あ
た
り
だ
っ
た
よ
く
じ
び
き
だ
た
の
し
か
っ
た
よ
は
な
び
を
み
た
よ
　 

さ
く
ら
い
は
る
か

ま
に
あ
わ
ず
ぼ
く
の
ね
が
い
が
と
ど
か
な
い
な
が
れ
ぼ
し
さ
ん
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
　
佐
藤
　
翔
馬

メ
ラ
メ
ラ
と
か
げ
ろ
う
の
ぼ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ぼ
く
は
大
好
き
野
球
練
習
　
目
黒
　
　
巧

金
魚
達
必
死
で
に
げ
る
負
け
な
い
！！
と
私
の
お
目
当
て
黒
い
出
目
金
　
　
飯
塚
　
叶
子

コ
ン
ク
リ
の
か
べ
に
つ
い
て
る
ち
ょ
う
さ
な
ぎ
生
ま
れ
変
わ
る
日
夢
見
て
い
る
か
な
　
田
澤
　
麻
乃

桃
色
の
り
ん
ご
で
船
を
作
れ
た
ら
行
っ
て
み
た
い
な
は
ち
み
つ
の
海
　
　
吉
田
　
知
世

ユ
リ
畑
五
セ
ン
チ
顔
出
す
緑
の
芽
大
き
く
育
て
と
願
い
を
込
め
て
　
　
　
竹
田
　
尚
生

か
ぶ
と
む
し
エ
サ
を
め
ぐ
っ
て
パ
キ
パ
キ
と
は
げ
し
い
バ
ト
ル
く
り
広
げ
て
る
　
上
村
　
望
太

飛
び
起
き
て
ラ
ジ
オ
を
か
か
え
公
園
へ
こ
れ
が
私
の
重
大
任
務
　
　
　
　
星
野
　
桃
香

夏
休
み
お
ふ
ね
に
の
っ
て
あ
わ
し
ま
へ
ぼ
く
の
え
び
せ
ん
か
も
め
が
た
べ
た
　
渡
辺
　
健
太

し
ま
り
す
に
分
け
て
あ
げ
た
い
山
ほ
ど
に
今
年
も
と
れ
た
ヒ
マ
ワ
リ
の
た
ね
　
櫻
井
　
瑠
里

空
高
く
キ
ラ
キ
ラ
ひ
か
る
あ
の
星
は
夏
の
し
ゅ
や
く
だ
ほ
く
と
し
ち
せ
い
　
番
場
　
彩
奈
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ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
101

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
44

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

■１０月の相談件数
　　　　…１５７件
　・電話　　８６件
　・来庁　　５８件
　・その他　１３件
{
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問　商工振興室　☎７９２－９７５３

問　健康増進室　☎７９２－９７６３健康　うおぬま №
55

 市報うおぬま11

No.55

文
化
財
散
歩

  

市
指
定
文
化
財
の
史
跡
「
琴
平
城
跡
」

問　

生
涯
学
習
課　

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

「針と灸で多くの人たちを助けたい」
発症した人の話から見えた「予防のポイント」

脳卒中を予防しよう！

　脳卒中とは、脳の血管がつまったり、破れたりする脳の血管の病
気で、年配の方だけでなく働き盛りの世代でも発症します。平成
２４年に実際に脳卒中を経験した人の状況をまとめました。次の３
つのポイントから、脳卒中の予防と早期対応を心がけましょう。

高血圧 心疾患 糖尿病 高脂血症 塩分過多 偏食 大量飲酒 たばこ 運動不足 手足のマヒ しゃべりにくさ 頭痛 めまい

【脳卒中を起こした人がかかっていた病気】 【脳卒中を起こした原因として日常生活で思いあたること】 【脳卒中を起こす前のからだの変化】

１．高血圧・心臓病・糖尿病・高脂血症
がある人は、受診を継続し、病気の悪化
を防ぎましょう。

２．塩分やアルコールの摂り過ぎに注意
し、禁煙に取り組みましょう。また、年
1 回は健康診断を受けて健康状態を確認
し、生活習慣を振り返りましょう。

３．上記以外に目がかすむ ･ 転びやすい ･
吐気 ･ おう吐 ･ ぼーっとするなど、身体の
変化は様々です。いつもと違うと感じたら、
すぐに医療機関を受診しましょう。

放っておくのは危
険
で
す
！

高血圧や高脂血症
などの

生活習慣病がある

この体調不良、
いつもと違う…？

あ　

怪あ
や

し
い
電
話
は　

す
ぐ
に
切
る

い　

い
つ
も
情
報　

集
め
よ
う

う　

う
の
み
に
し
な
い
で  

も
う
け
話

え　

遠え
ん
り
ょ慮
し
な
い
で　

す
ぐ
相
談

お　

お
金
は
絶
対　

渡
さ
な
い

　

怪
し
い
電
話
が
か
か
っ
て
来
た
ら
、
話
を

聞
か
ず
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

不
安
や
恐
怖
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
家
族
や

小
出
警
察
署
（
☎
７
９
３
・
０
１
１
０
）、
市

民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

地　域 氏　名 電話番号

堀之内 八木　兵司 794-2777
高橋　美保 794-2885

小　出 田村ふみ子 792-4497
関　　要悟 792-1671

湯之谷 櫻井　宣雄 795-2330
細井　雅子 792-1181

広　神 目黒　和男 799-2518
山本　初榮 792-4825

守　門 猪狩　豊子 797-3585
多田　敏幸 797-2581

入広瀬 浅井ユリエ 796-2961
大島　要一 796-2098

■各地域の人権擁護委員です

人
権

護
権擁

委
員

あ
な
た
の
地
域
の

　

皆
さ
ん
の
一
番
身
近
な

人
権
の
相
談
相
手
で
す
。

人
権
な
ん
で
も
相
談
の
ほ

か
、
委
員
の
自
宅
で
も
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

１２月１０日～１６日は北朝鮮人権侵害問題啓発週間です。拉致被害者全員の早期帰国を！

あ

お
え
う

い

で

詐
欺
を

撃
退！

うまく
しゃべられない… ■「故郷での開業」にこだわった若き針灸師

　８月２３日、堀之内の下町交差点近くに「ホリノウ
チはりきゅう治療院」が開業しました。
　山田さんは、幼い頃にひどい肩こりに悩む両親やス
ポーツで怪我をする兄弟の姿を見て、早く治して復帰
してほしいという想いを強くし、それがキッカケでは
り師ときゅう師（針灸師）資格を
取得しました。
　針灸師は、毛髪ほどの細い針を
使ってツボを刺激したり、もぐさ
を燃やしてツボに温熱刺激を与えて疾病の予防や治療
を行います。
　専門学校を卒業後、多くの同級生は治療院等に就職
するのに対し、山田さんは「治療院で経験を積む選択
肢もあったが、自分はお客さまの顔がわかる故郷で患

者さんと相談しながら治療がしたい。」と、地元での
開業を決意しました。「針は痛いというイメージが強
いので敬遠されがちですが、お子さんのスポーツや成
長段階における関節・筋肉の痛みの改善や、風邪の予
防など、気軽に使ってもらいたい。」と話します。
■患者が少なければ病気が少ないということ
　「定期的に通っていただくより
も、短期間で治療の効果が出るよ
うに心掛けています。」という山
田さんは、１回の治療で１～２時
間かけてじっくりと治療します。「こじんまりでも儲
からなくても、長くこの仕事を続けて多くの人を助け
たい。お客さんが少ないということは皆さんが健康で
病気が少ないということですから。」と少し照れなが
ら話しました。

※今回の起業には、「魚沼市新規起業サポート事業」の助成金が活用されました。

■■ ■　ホリノウチはりきゅう治療院
　　　　　　　院長　山田　浩平さん

払わないと
裁判にするぞ！

選ばれた人しか
買えない商品ですよ 代わりに買って

くれたらすぐに
高値で買い取ります

こんな「脅し文句」や
「うまい話」を持ちかけられたら
「あ ･い ･う ･え ･お」！以前の損失を

取り戻します

＊新潟県消費生活センター「くらしの豆知識 2014」から引用

　

琴
平
城
跡
は
広
神
地
区
の
米
沢
・
山
田
に

位
置
す
る
標
高
２
８
６
メ
ー
ト
ル
の
山
城
で

す
。
別
名
を
「
米
沢
城
」「
平
治
沢
城
」「
川

久
保
城
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

城
の
城
主
が
誰
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

宝
歴
３
年（
１
７
５
３
年
）の
古
文
書『
山

田
村
庄
屋
差
出
帳
』
に
は
、「
川
久
保
殿
と

い
う
豪
族
の
古
城
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

何
時
代
の
こ
と
か
は
不
明
で
あ
る
。」
と
い

う
記
述
が
あ
り
ま
す
が
、
川
久
保
氏
と
い
う

豪
族
が
実
在
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
。

た
だ
、
こ
の
山
城
の
南
麓
の
米
沢
集
落
寄
り

に
「
川
久
保
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
る
地
名
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
十
年
頃
に
こ
の
場
所
を
開
墾
し
た

際
に
、
青
銅
製
の
香
炉
や
小
皿
、
刀
身
が
出

土
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
明
治

三
十
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
北
魚
沼
郡
志
』

に
は
、「
村
民
住
々
�せ
つ

、
香
炉
、
古
銭
等
を

掘
出
せ
し
者
あ
り
と
云
ふ
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
所
に
か
つ
て
館
が

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。

　

琴
平
城
跡
の
周
り
に
は
「
城
ノ
沢
」「
か

じ
や
」「
城
ひ
ら
」
な
ど
山
城
が
あ
っ
た
事

を
思
わ
せ
る
小
字
名
が
残
っ
て
お
り
、
当
時

の
名
残
り
が
土
地
に
現
れ
て
い
ま
す
。

差
出
帳
…
江
戸
時
代
に
領
主
が
村
と
村
勢
を
把
握
す

　
　
　
　

る
た
め
に
作
成
し
た
要
覧
。

�せ
つ

…
底
が
平
た
く
浅
い
容
器
。盤
や
皿
な
ど
の
こ
と
。

琴平城跡
写真提供　魚沼歴史・民俗の会
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information

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
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持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
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お知らせ版

介
護
予
防
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
提
出
に
ご
協
力
を

　

住
民
健
診
申
込
書
に
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
同
封
さ
れ
て

い
ま
す
。

対
平
成
２６
年
４
月
１
日
時
点
で
６５

歳
以
上
と
な
る
人
（
要
支
援
・
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
）

〆
提
出
方
法
と
提
出
期
限
は
、
嘱

託
員
（
ま
た
は
自
治
会
長
）
が
指

定
す
る
回
収
方
法
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
室
）

☎
７
９
２
・
９
７
６
０

日
２
月
９
日
㈰

場
県
立
響
き
の
森
公
園
雪
の
コ
ロ

シ
ア
ム

定
大
人
（
中
学
生
以
上
）
の
部
…

１
８
０
チ
ー
ム
、
子
ど
も
（
小
学

生
）
の
部
…
２４
チ
ー
ム

￥
１
チ
ー
ム
（
５
人
編
成
男
女
混

成
可
）
大
人
１
０
、０
０
０
円
、

子
ど
も
５
、０
０
０
円
※
事
前
振
込

〆
１
月
９
日
㈭
１７
時（
先
着
締
切
）

申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ｗ
ｅ
ｂ

申
込
の
み
と
な
り
ま
す
。

Hh
ttp

:/
/
s
e
in
e
n
b
u
.

uonum
akoide.com

/yuki/

平
成
２６
年
度
の
住
民
健
診　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

申
問
健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

受
診
票
は
５
月
に
郵
送

　

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
健（
検
）

診
の
受
診
票
は
、
平
成
２６
年
の
５

月
に
郵
送
し
ま
す
。

国
保
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

　

今
回
か
ら
魚
沼
市
国
保
人
間

ド
ッ
ク
の
記
載
欄
が
無
く
な
り
ま

し
た
。
国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
申
請

書
は
１
月
１０
日
号
市
報
と
一
緒
に

全
世
帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

申
込
書
は
１２
月
１０
日
以
降
に

配
布
し
ま
す

　

各
種
が
ん
検
診
等
の
住
民
健

（
検
）
診
の
申
し
込
み
は
、
各
地

区
の
嘱
託
員
を
通
じ
て
お
届
け
し

ま
す
。

申
込
書
の
記
入
方
法

　

世
帯
別
の
封
筒
に
入
っ
て
い
る

申
込
書
に
、
マ
ル
、
バ
ツ
で
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
の
健
診
を
受
け
な
い
予
定
の

人
も
、
バ
ツ
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

提
出
方
法
と
提
出
期
限

　

提
出
方
法
と
提
出
期
限
は
、
嘱

託
員
（
ま
た
は
自
治
会
長
）
が
指

定
す
る
回
収
方
法
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

小
出
国
際
雪
合
戦
　
　

　
　
　
出
場
者
募
集
！

問
大
会
受
付
窓
口

☎
０
２
５
・
７
５
２
・
０
２
３
０

小
出
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
魚
沼
市
観
光
振
興
室
内
）

☎
７
９
２
・
９
７
５
４

２⁄９㊐

２０１４

市内スキー場
１２月２１日
一斉ＯＰＥＮ！

※奥只見丸山スキー場は降雪状況によって異なります。

　くわしくは各スキー場へおたずねください。

フォトス
ケ
ッ
チ
う
お
ぬ
ま

　１１月１１日から１７日は「税を考える週間」です。
この日、小出小学校の６年生を対象に「租税教室」が
開催されました。講師を務めた大平市長は、税金につ
いてクイズ形式で出題し、児童たちはどんなことに税
が使われているのかなどを楽しく学んでいました。

みんなの暮らしに「税」が活用されています
ー 11.25　市長が母校で「租税教室」

　毎年１１月１日に堀之内地域で行われる「お神送り」
には、町中を走る道路の一部区間が歩行者天国となり、
露店などで賑わいます。今年はなかよし保育園の園児
たちが見守る中で餅つきが行われ、熱々でおいしそう
なお餅がつきあがりました。

目の前の餅つきに大興奮！
ー 11.1　お神送りで餅つき

い

い顔みっ
け 手

先
ま
で
品
よ
く
美
し
く

１１
月
24
日　

魚
沼
子
ど
も
芸
能
祭

　地域の伝統舞踊を継承し、豊かな地域文化を育むため「第６回魚沼子ども芸能

祭」が開催されました。品よく美しく踊る子ども達の姿に、観客からは大きな拍

手が贈られていました。この大舞台での経験は、きっと子どもたちに何かを残し

たことでしょう。

市報うおぬま13
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年末年始の業務案内

施設名 休館日 営業時間 備考 問
見晴らしの湯こまみ 12/24 ㈫・12/31 ㈫・1/7 ㈫ 10 ～ 21 時（最終受付 20:30）1/1 ㈬は 8 ～ 18 時（最終受付 17:30）☎ 792･8001
交流センターユピオ 12/24 ㈫・1/7 ㈫ 10 ～ 18 時（最終受付 17 時） ー ☎ 795･2003

ゆ～パーク薬師 12/25 ㈬・1/8 ㈬ 10 ～ 22 時（最終受付 21 時）12/31㈫は20時まで（最終受付19時）☎ 792･5554
神湯とふれあいの里 12/26 ㈭・1/9 ㈭ 10 ～ 22 時（最終受付 21 時） ー ☎ 799･3350

羽川荘 12/24 ㈫ 10 ～ 20 時 12/30 ㈪まで営業 ☎ 792･6627
守門温泉青雲館 1/1 ㈬ 10 ～ 20 時（最終受付 19 時）1/2 ㈭は正午から営業 ☎ 797･2555

寿和温泉 1/6 ㈪ 12 ～ 20 時（最終受付 19 時）12/28 ～ 1/5 は 10 時から
12/31㈫は19時まで（最終受付18時）☎ 796･3033

浅草山荘 年末年始は休まず営業 11 ～ 17 時（最終受付 16:30）一般客の受入れは 1/8 ㈬まで ☎ 796･2331

温泉施設

医療機関 休診日 問 備考
堀之内病院 12/28 ㈯～ 1/5 ㈰ ☎ 794･2450

　堀之内病院には医師が在院します。急患等
の場合は事前に当院まで電話をしてください。
看護師が症状をお聞きします。診療所は医師
が不在となりますので、急患等の場合は休日
救急診療室をご利用ください。

守　門
診療所

医科 12/28 ㈯～ 1/5 ㈰ ☎ 797･2062
歯科 12/31 ㈫～ 1/5 ㈰ ☎ 797･2466

入広瀬
診療所

医科 12/28 ㈯～ 1/5 ㈰ ☎ 796･2320
歯科 12/28 ㈯～ 1/5 ㈰ ☎ 796･2872

湯之谷歯科診療所 12/31 ㈫～ 1/3 ㈮ ☎ 792･6373

医療機関

期間　　
　施設名

１２月 １月
問

27 ㈮ 28 ㈯ 29 ㈰ 30 ㈪ 31 ㈫ 1 ㈬ 2 ㈭ 3 ㈮ 4 ㈯ ５㈰ ６㈪
エコプラント魚沼 ○ 休業 ○ ☎ 792･9900
さわやかセンター ○ 休館 ○ ☎ 792･8980

小出ボランティアセンター ○ 休館 ○ 厚生室
☎ 792･9767

堀之内老人憩いの家
守門高齢者センター ○ 休館 ○ 休館

介護福祉室
☎ 792･9755

小出老人福祉センター ○ 休館 ○ 休館 ○
湯之谷老人福祉センター
広神老人福祉センター ○ 休館 ○

広神老人憩いの家 ○ 休館 ○ 休館
　◦エコプラント魚沼の搬入時間は、月曜日～土曜日は８：００～１７：００、日曜日は８：００～１２：００です。
　　指定袋を使用せず持ち込んだ場合の処理手数料は、重さを量りその場で精算します。

環境・福祉施設

期間　　
　施設名

１２月 １月
問

27 ㈮ 28 ㈯ 29 ㈰ 30 ㈪ 31 ㈫ 1 ㈬ 2 ㈭ 3 ㈮ 4 ㈯ ５㈰ ６㈪
小出郷文化会館 ○ 休館 ○ 休館 ☎ 792･8811

体育施設 ○ 休館（施設予約及び団体・個人利用はできません） ○

生涯学習課
☎ 794･6073

図書館・図書室 ○ 休館（広神・小出郷図書館・堀之内図書室の返却ポ
ストは使用できません） ○ 休館

目黒邸 ○ 休館 ○
佐藤家・目黒邸資料館 １２月１日より冬期閉館（平成 26 年 4 月下旬オープン予定）

宮柊二記念館 ○ 休館
各地区公民館

小出郷福祉センター
広神コミュニティセンター

守門開発センター
入広瀬会館その他市民会館

○ 休館 ○

文化・教育施設

く
　
ら
　
し

 ◆
市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

　

建
物
付
土
地
を
競
争
入
札
に
よ

り
売
却
し
ま
す
。

【
物
件
の
概
要
】

◦
旧
消
防
署
渋
川
出
張
所

所
在
：
魚
沼
市
渋
川
１
１
２
７
番
地
２

土
地
：
面
積
４
４
２
・
７５
㎡
（
約

１
３
４
坪
）

建
物
：
鉄
骨
造
カ
ラ
ー
ス
テ
ン
レ
ス

板
真
木
無
し
瓦
棒
葺
き
二
階
建
て

延
床
面
積
：
２
２
８
・
９６
㎡

最
低
売
却
価
格
：
４
６
４
万
円

〆
１
月
６
日
㈪
１７
時

申
財
政
課
財
政
室
用
地
管
財
係

対
個
人
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

他
入
札
案
内
書
を
財
政
室
で
配
布

し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
入
札
後
、
未
落
札
物

件
は
、
最
低
売
却
価
格
で
先
着
順

に
売
却
し
ま
す
。

問
財
政
室
☎
７
９
２
・
９
２
０
５

 ◆
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

国
の
重
要
な
調
査
で
す
。
対
象
の
事

業
所
に
は
、
１２
月
中
旬
か
ら
来
年
１

月
に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

調
査
の
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
市
内
で
製
造
業
を
営
む
従
業
員

４
人
以
上
の
事
業
所
（
３
人
以
下

の
事
業
所
は
人
数
や
事
業
内
容
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

内
事
業
所
の
従
業
員
、
原
材
料
等

の
仕
入
、在
庫
、製
造
品
目
、出
荷
額
、

作
業
工
程
に
関
す
る
こ
と
な
ど

問
企
画
政
策
室
☎
７
９
２
・
１
４
２
５

禁煙の日　日１２月２２日㈰　毎月２２日は、シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワ
ンスワンで禁煙を！」をスローガンとしています。あなたも禁煙をはじめませんか？

新潟県エコドライブ運動重点実施期間　期１２月１日～１２月３１日
アイドリングストップ、ふんわりスタートなどエコドライブにご協力ください。

窓口業務
期間　

庁舎・課名等

１２月 １月
問

27 ㈮ 28 ㈯ 29 ㈰ 30 ㈪ 31 ㈫ 1 ㈬ 2 ㈭ 3 ㈮ 4 ㈯ ５㈰ ６㈪

小出庁舎
市民生活室・会計課

○
休業

○
年末業務
8:30 ～ 17:15

休業

○

市民生活室
☎ 792･1112

税務室
☎ 792･9751

会計課
☎ 792･9202

小出庁舎以外の
各市民センター 休業

年末業務日（小出庁舎のみ１２月３０日（月）８：３０～１７：１５）の窓口業務の取扱い
　◦住民票の写し、印鑑証明書、戸籍事項証明書等の交付、印鑑登録、旅券（パスポート）の交付
　◦税務関係諸証明等の交付
　◦税金・使用料等の収納

戸籍届出・パスポート申請について
　◦１２月２８日～１月５日の旅券（パスポート）申請・交付は休業となります（交付のみ 30日（月）に限り
　　受付）。ただし、「海外における親族等の病気、事故、災害等による死亡、危篤、入院等により、関係者が緊
　　急渡航するために旅券を必要とする人道的ケース」に該当し、即日発給の申請をする場合は除きます。
　◦休業期間中は、窓口業務は行いませんが、戸籍届出については受け付けます。
　　【受付できる庁舎・時間】　・守門庁舎…８：３０～１７：００　・小出庁舎…２４時間受付

ガス・水道の開栓・閉栓業務　
　◦１２月２８日㈯～１月５日㈰が休業です。１２月３０日㈪の開栓・閉栓（９：００～１６：３０）については、
　　１２月２７日㈮までに予約の電話をお願いします。問ガス水道局☎７９２・１１１８

ガス・水道業務

 ◆
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
の

お
休
み
の
お
知
ら
せ

　

ご
み
収
集
日
程
表
に
記
載
の
と

お
り
、
１２
月
３１
日
～
１
月
３
日
ま

で
ご
み
収
集
を
お
休
み
し
ま
す
の

で
、
ご
み
ハ
ウ
ス
等
に
出
さ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
廃
棄
物
対
策
室
☎
７
９
２
・
３
０
５
５
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魚
沼
市
立
医
療
機
関
で
医
師
、

助
産
師
ま
た
は
看
護
師
と
し
て
働

く
意
思
の
あ
る
人
に
、
修
学
に
必

要
な
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

◦
応
募
資
格
…
医
師
・
助
産
師
ま

た
は
看
護
師
の
資
格
を
取
得
で
き
る

大
学
・
専
門
学
校
等
に
平
成
２６
年
４

月
以
降
在
学
し
て
い
る
こ
と

◦
貸
与
予
定
人
数
…
医
師
・
助
産

師
・
看
護
師
そ
れ
ぞ
れ
若
干
人

◦
選
考
方
法
…
学
業
成
績
、
世
帯

の
所
得
金
額
及
び
面
接
に
よ
り
選

考
し
ま
す
。

◦
貸
与
金
額
（
月
額
）

・
医
師
…
私
立
大
学
３０
万
円

・
医
師
…
国
公
立
大
学
１５
万
円

・
助
産
師
・
看
護
師
…
５
万
円

◦
貸
与
期
間
…
平
成
２６
年
４
月
～

　

学
業
意
欲
が
高
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
な
人
に
奨
学
金
を
貸

与
し
ま
す
。

◦
貸
与
予
定
人
数
…
４０
人
程
度

◦
応
募
資
格

①
１
年
以
上
前
か
ら
市
内
に
居

住
し
て
い
る
保
護
者
の
子
ど
も

で
、
大
学
・
専
修
学
校
（
２
年
以

上
）・
高
等
学
校
等
に
平
成
２５
年

４
月
以
降
在
学
し
て
い
る
こ
と

②
大
学
・
専
修
学
校
生
へ
の
貸

与
は
、
募
集
要
項
に
定
め
る
学

習
成
績
を
修
め
て
い
る
こ
と

③
世
帯
の
１
年
間
の
所
得
金
額

が
、
募
集
要
項
に
定
め
る
基
準

額
以
下
で
あ
る
こ
と

④
他
の
公
的
機
関
の
奨
学
金
を

貸
与
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

◦
貸
与
金
額
（
月
額
）

①
大
学
・
専
修
学
校
等
…
５
万
円

②
高
等
学
校
等
…
２
万
円

※
無
利
息
で
、
卒
業
後
１０
年
以

内
に
返
還
が
必
要
で
す
。

◦
貸
与
期
間
…
平
成
２６
年
４
月

～
最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

◦
応
募
方
法
…
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
、
学
校
教
育
課
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ

し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

◦
返
還
免
除
…
医
師
は
貸
与
期

間
の
１．５
倍
の
期
間
、
助
産
師
・

看
護
師
は
貸
与
期
間
の
１
・
２５

倍
の
期
間
、
市
立
医
療
機
関
で

働
い
た
場
合
は
返
還
を
免
除
し

ま
す
。
期
間
に
満
た
な
か
っ
た

場
合
は
無
利
子
に
よ
る
一
括
返

還
ま
た
は
５
％
の
利
息
を
付
け

て
の
分
割
返
還
に
な
り
ま
す
。

◦
応
募
方
法
…
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
新
病
院
対
策
室

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
、
募
集
要
項
は
新
病
院
対
策
室

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〆
２
月
２８
日
㈮
問
新
病
院
対
策
室

☎
７
９
２
・
１
４
３
６

魚
沼
市
医
師
等
修
学
資
金
貸
与
者
募
集

魚
沼
市
奨
学
金
貸
与
者
募
集

い
。
申
請
書
、
募
集
要
項
は
学

校
教
育
課
、各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

北
部
振
興
事
務
所
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〆
１
月
１７
日
㈮
問
学
校
教
育
課

☎
７
９
４
・
６
０
７
２

 ◆
堀
之
内
地
域
芸
能
祭
出
演

者
募
集
【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

市
報
お
知
ら
せ
版
１１
月
２５
日
号

掲
載
の
「
堀
之
内
地
域
芸
能
祭
出

演
者
募
集
」
の
記
事
で
申
込
期
限

に
関
す
る
記
述
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
次
の
と

お
り
訂
正
し
ま
す
。

誤
…
〆
１
月
２６
日
㈰

正
…
〆

１２
月

２６
日
㈭

問
堀
之
内
地
域
芸
能
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
☎
７
９
２
・
８
８
１
１

（
小
出
郷
文
化
会
館
内
）

募
　
　
　
集

 ◆
建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

「
家
屋
取
壊
届
出
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

｢

家
屋
取
壊
届
出
書｣
を
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
地
確
認
後

に
翌
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

か
ら
削
除
し
ま
す
。
提
出
が
な
い

と
翌
年
度
以
降
の
課
税
台
帳
に
登

載
さ
れ
た
ま
ま
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

記
載
す
る
際
は
、
毎
年
６
月
１５
日

付
け
で
送
付
し
て
い
る
「
課
税
明

細
書
」
を
参
照
し
、
正
確
な
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

書
類
は
、
税
務
室
・
各
市
民
セ

ン
タ
ー
・
北
部
振
興
事
務
所
に
あ

る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
務
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
１

制
度
・
手
続
き

 ◆
要
介
護
認
定
者
の　
　
　

紙
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　

要
介
護
認
定
者
の
紙
お
む
つ
代

は
医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か

の
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

①
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」

②
市
が
発
行
す
る
「
主
治
医
意
見

書
記
載
内
容
証
明
書
」

　

②
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
確
定

申
告
の
際
に
①
か
②
を
用
い
て
申

告
さ
れ
た
人
が
使
用
で
き
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

の
う
ち
、
市
が
保
管
し
て
い
る
主

治
医
意
見
書
に
、
寝
た
き
り
状
態

が
続
き
、
尿
失
禁
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

に
発
行
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
介
護
福
祉
室
ま
た
は
各
市
民
セ

ン
タ
ー
等
の
窓
口

問
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

介
護
福
祉
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
５

問
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

小
千
谷
税
務
署

☎
０
２
５
８
・
８
３
・
２
０
９
０

安
心
・
安
全

 ◆
煙
突
・
排
気
筒
の
つ
い
た

ガ
ス
機
器
の
一
酸
化
炭
素

中
毒
に
ご
注
意
を

　

風
呂
釜
や
湯
沸
器
な
ど
の
煙
突

の
不
具
合
を
点
検
し
て
、
一
酸
化

炭
素
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◦
主
な
不
具
合
の
例
…
煙
突
・
排

気
筒
の
外
れ
、
変
形
、
破
損
、
詰

ま
り
な
ど

◦
不
具
合
に
よ
る
危
険
性
…
空
気

不
足
・
排
気
不
良
な
ど
に
よ
り
発

生
し
た
一
酸
化
炭
素
を
、
人
体
が

吸
い
込
ん
だ
場
合
、
中
毒
を
起
こ

し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
至
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

◦
注
意
点
…
普
段
か
ら
、
煙
突
・

排
気
筒
の
位
置
を
確
認
し
、
壊
れ

や
異
物
の
詰
ま
り（
鳥
の
巣
な
ど
）

が
無
い
事
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
ま

た
、
浴
室
内
に
あ
る
給
気
口
は
絶

対
に
ふ
さ
が
な
い
。
冬
期
間
は
、

雪
な
ど
に
よ
り
煙
突
・
排
気
筒
の

破
損
や
変
形
が
起
こ
り
や
す
い
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
設

置
し
た
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
ガ
ス
水
道
局
☎
７
９
２
・
１
１
１
８

健
康
・
福
祉

 ◆
医
療
を
支
え
育
て
る
住
民

の
学
び
の
場　
　
　
　

「
第
２０
回
住
民
健
康
講
座
」

日
１２
月
１６
日
㈪
１９
時
～
２１
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◦
講
演
１
「
ス
ト
レ
ス
が
引
き
起

こ
す
心
臓
病
」

講
小
玉
医
院
・
小
玉
誠
院
長

◦
講
演
２
「
新
小
出
病
院
の
展
望

と
魚
沼
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
米
・
ネ
ッ
ト
）」

講
新
潟
県
立
小
出
病
院
・
布
施
克

也
院
長
、中
島
脳
外
科
内
科
医
院
・

中
島
拓
院
長
￥
無
料
申
不
要

他
主
催
：
小
千
谷
市
魚
沼
市
医
師

会
、
魚
沼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

後
援
：
魚
沼
市

問
中
島
脳
外
科
内
科
医
院

☎
７
９
３
・
３
３
３
７

 ◆
精
神
保
健
福
祉
相
談
会

　

眠
れ
な
い
・
気
分
が
落
ち
込
む
・

ひ
き
こ
も
り
・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
・
物
忘
れ
等
の
精
神
面
の
相
談

日
１
月
２１
日
㈫
１３
時
３０
分
～
１５
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
ほ
ん
だ
病
院
・
中
島
悦
子
医
師

に
よ
る
個
別
相
談
（
精
神
科
に
通

院
中
の
人
は
主
治
医
の
了
解
が
必

要
で
す
）
対
本
人
ま
た
は
家
族

定
３
人
￥
無
料
〆
１
月
１６
日
㈭

申
健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

 ◆
２
０
１
４
年
度　
　
　
　

大
学
育
英
資
金
募
集

◦
奨
学
金
額
…
月
額
２
万
円
（
４

年
間
総
額
９６
万
円
）

◦
利
息
…
無
利
息

◦
貸
与
方
法
…
毎
月
１
回

◦
貸
与
期
間
…
２
０
１
４
年
４
月

ま
た
は
奨
学
生
に
採
用
さ
れ
た
月

か
ら
そ
の
奨
学
生
の
正
規
の
卒
業

ま
で
の
期
間

◦
返
還
方
法
…
卒
業
ま
た
は
貸
与

の
終
了
し
た
月
の
翌
月
か
ら
８
年

以
内
で
年
間
１２
万
円
以
上
の
金
額

対
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
新
潟
県
民
の
子
で
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
４
年
制
大
学
に
進
学
ま

た
は
在
学
の
人

②
母
子
、
父
子
家
庭
の
人

③
家
計
の
都
合
で
学
資
の
支
弁
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

定
２０
人

〆
１
月
２４
日
㈮
（
必
着
）

申
応
募
書
類
を
次
の
宛
先
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
〒
９
５
０
︲

０
９
６
５
新
潟
市
中
央
区
新
光
町

６
番
地
２
勤
労
福
祉
会
館
４
階

（
一
財
）
新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚

生
財
団
「
奨
学
金
」
係

☎
０
２
５
・
２
８
８
・
５
２
７
３

（
担
当
：
村
田
）

Hhttp://w
w
w
.zaidan-hukusi.

or.jp他
応
募
書
類
の
請
求
は
、
財
団
事

務
局
へ
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。

 ◆
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
来
る
年
へ
笑
顔
で
つ
な
ご
う
安

全
運
転
」

期
１２
月
１１
日
㈬
～
１２
月
２０
日
㈮

内
年
末
が
近
づ
く
と
、
人
や
車
の

動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
る
と
と
も

に
、
冬
型
の
気
候
や
飲
酒
機
会
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
交
通
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
て
、
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◦
運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
車
間
距
離
の
保
持
と
正
し
い
合

　

図
の
励
行

・
歩
行
中
・
道
路
横
断
中
の
交
通

　

事
故
防
止

問
ま
ち
づ
く
り
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
２

魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２
・
５
２
７
５
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乳幼児健診
種類 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児（４か月児） 平成２５年９月 30 日㈭

13:00
～

13:15

小出子育て
支援センター

1 歳６か月児
H24.6.1 ～ 6.12 15 日㈬

H24.6.13 ～ 6.30 22 日㈬

湯之谷保健
センター２歳児 平成２４年１月 29 日㈬

３歳児 平成２２年１２月 8 日㈬

持母子健康手帳、問診票
・参加できない場合は事前にご連絡ください。
・対象者が「Ｈ２５年度魚沼市乳幼児健診等のご案内」
　から変更していますのでご注意ください。

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 ２４日㈮
10:45 ～ 11:00 対１月生まれ

土曜開放日 １１日㈯
9:00 ～ 11:30 広場を開放します

親子で
運動あそび

１１日㈯
10:00 ～ 11:00

講 e スポーツクラブ
申申し込み必要

身長・体重計測 毎週月曜  9:00 ～ 12:00
             13:00 ～ 15:00

第３月曜（10:00 ～ 11:30）
栄養士が同席します

・午後から閉館する場合があります。詳細は「月のおた
　より」をご覧ください。
・育児相談は、随時受け付けています。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 ２１日㈫
10:45～11:00 対１月生まれ

身長・体重計測 ２１日㈫
9:00 ～ 12:00

乳幼児の育児等の
相談もできます

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

守門健康センター 12 月 27 日㈮の午後から
1 月 5 日㈰まで休館入広瀬保健センター

子育て支援センター １月 問健康増進室
☎ 792・9763

 １月
児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期日 受付 会場

離乳食講習会
ステップ 1

H25 年 10 月生の
乳児の養育者

17 日
㈮

9:30
～

9:45 小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

離乳食講習会
ステップ 2

H25 年 6 月生の
乳児の養育者

7 日
㈫

離乳食講習会
ステップ 3

H25 年 3 月生の
乳児の養育者

21 日
㈫

1 歳
よちよち教室

（親子遊び、
歯磨き）

H25 年 1 月生 28 日
㈫

9:15
～

9:30

持母子健康手帳、離乳食講習会ステップ 1、2、3 に乳
　児を同伴する場合はバスタオル

子育て情報メール配信サービスをご利用ください　くわしい内容は「魚沼市ホームページトップ＞
子育て・教育＞子育て情報メール配信サービス開始」　Hhttp://www.city.uonuma.niigata.jp/

12 月 16 日～ 31 日 行事カレンダー

16 月
12/2 納期限分の口座再振替日（市・県民税、
固定資産税、介護保険料、国民健康保険税、後
期高齢者保険料）

17 火
めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/めぐみ幼稚園）
市民学習講座「第３回人権講演会」（19:00/ 小出ボ
ランティアセンター）

18 水 ブックスタート（13:00/ 小出子育て支援セン
ターぱぴぷ）

19 木 プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）
20 金 みんなあつまれげんきっこ（9:00/ 小出保育園）

21 土
ブックスタート（10:00/ 広神図書館和室）
キッズ・クリスマス・ステージ（仮面ライダー鎧
武ショー）（10:30/ 小出郷文化会館）

22 日 ホッとスペースひまわり
（13:00/ 広神コミュニティセンター）

23 月
24 火

25 水

第６期納期限（後期高齢者医療保険料）
第７期納期限（市・県民税、固定資産税、介護
保険料、国民健康保険税）
第 9 回農業委員会総会（13:30/ 広神庁舎）

26 木

27 金 だっこでおはなし
（10:30/ 小出郷図書館おはなしのへや）

28 土
年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出ボラン
ティアセンター）要予約　長岡年金事務所☎
0258･88･0006

29 日
30 月
31 火

催
　
　
　
し

 ◆
よ
い
子
の
読
書
会　
　
　

お
楽
し
み
会

日
１２
月
１４
日
㈯
１０
時
～
１２
時

場
堀
之
内
公
民
館
実
習
室

内
ケ
ー
キ
作
り
、
ゲ
ー
ム
等

￥
２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

定
３０
人
（
小
さ
な
お
子
様
は
、
保

護
者
同
伴
）

持
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
タ
オ
ル

申
よ
い
子
の
読
書
会
・
星
野

（
生
涯
学
習
連
絡
協
議
会
）

☎
７
９
４
・
２
３
９
４

小
出
郷
文
化
会
館

申 

問
☎
７
９
２
・
８
８
１
１

 ◆
キ
ッ
ズ
・
ク
リ
ス
マ
ス
・

ス
テ
ー
ジ

日
１２
月
２１
日
㈯

開
場
９
時
３０
分
、
開
演
１０
時

◦
ち
び
っ
こ
ス
テ
ー
ジ
…
１０
時
か
ら

◦
第
２
部
：
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
鎧が

い
む武

シ
ョ
ー
…
１１
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

￥
中
学
生
以
上
１
、２
０
０
円

小
学
生
以
下
５
０
０
円

当
日
３
０
０
円
増
（
全
席
自
由
）

※
３
歳
以
下
無
料

 ◆
薬
師
子
ど
も
ス
キ
ー
教
室

日
１
月
４
日
㈯
～
３
月
９
日
㈰

毎
回
９
時
３０
分
か
ら

場
薬
師
ス
キ
ー
場

内
全
２１
単
位
（
１
単
位
２
時
間
）

対
年
長
～
小
学
６
年
生

定
先
着
１
８
０
人（
電
話
申
込
不
可
）

￥
受
講
料
１
５
、０
０
０
円

リ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン
パ
ス
１
０
、０
０
０
円

（
市
内
小
学
生
は
市
補
助
金
に
よ

り
５
、０
０
０
円
）
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
１２
月
１
日
㈰
１０
時
か
ら
ゆ
～

パ
ー
ク
薬
師
フ
ロ
ン
ト
（
七
日
市

新
田
）
に
て
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

問
ゆ
～
パ
ー
ク
薬
師

☎
７
９
２
・
５
５
５
４

 ◆
ア
ク
シ
オ
ム
ス
キ
ー
教
室

日
１
月
１９
日
㈰
～
２
月
２３
日
㈰

１０
時
～
１２
時

場
小
出
ス
キ
ー
場

対
市
内
小
学
１
～
６
年

定
４０
人
（
初
心
者
・
初
級
者
・
中

級
者
・
上
級
者
）

￥
４
、５
０
０
円
（
１
月
１９
日
現

地
で
支
払
）、
リ
フ
ト
券
は
別
途

個
人
負
担
で
す
。

持
ス
キ
ー
用
具
は
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
〆
１
月
１０
日
㈮

申
ア
ク
シ
オ
ム
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

佐
藤
☎
℻
７
９
９
・
３
１
７
３

 ◆
レ
デ
ィ
ス
ス
キ
ー

　

初
め
て
の
人
、久
し
ぶ
り
の
人
、

ゆ
っ
く
り
始
め
ま
し
ょ
う

日
１
月
１２
日
㈰
、
１９
日
㈰
、
２６
日

㈰
い
ず
れ
も
１０
時
～
１２
時
（
希
望

の
日
が
あ
れ
ば
実
施
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

場
須
原
ス
キ
ー
場

内
ス
キ
ー
体
験
教
室

対
女
性
で
、
初
め
て
の
人
や
久
し

ぶ
り
の
人

講
魚
沼
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
員

持
ス
キ
ー
用
具
、
ス
キ
ー
の
で
き

る
服
装
（
用
具
の
な
い
人
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
）

￥
無
料（
リ
フ
ト
券
は
各
自
購
入
）

〆
１２
月
３１
日
㈫

問
魚
沼
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
高
橋

（
生
涯
学
習
連
絡
協
議
会
）

☎
７
９
２
・
１
３
５
１

 ◆
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

魚
沼
市
民
卓
球
大
会

日
１２
月
２２
日
㈰
９
時
か
ら

場
堀
之
内
体
育
館

資
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

内
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

一
般
高
校
の
部
、
愛
好
者
の
部

い
ず
れ
も
個
人
戦

￥
２
０
０
円
〆
１２
月
１８
日
㈬

申
魚
沼
市
卓
球
協
会
・
森
山

☎
７
９
２
・
７
２
８
１

ス
ポ
ー
ツ

生
涯
学
習
・
公
民
館

 ◆
市
民
学
習
講
座　
　
　

「
人
権
に
つ
い
て
み
ん
な

で
学
び
ま
し
ょ
う
」

　

人
権
・
差
別
に
つ
い
て
、
歴
史
・

文
化
の
観
点
か
ら
学
び
ま
す
。

日
１２
月
１７
日
㈫
１９
時
～
２１
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

演
「
差
別
と
ど
う
向
き
合
う
か
～

日
常
生
活
の
人
権
を
考
え
る
～
」

講
星
野
修
美
さ
ん
（
前
魚
沼
市
中

央
公
民
館
長
）
対
ど
な
た
で
も

￥
無
料
〆
１２
月
１６
日
㈪

申
生
涯
学
習
課
☎
７
９
４
・
６
０
７
３

 ❶
０
～
３
才
向
け
だ
っ
こ
で

お
は
な
し

日
１２
月
２７
日
㈮
１０
時
３０
分

場
小
出
郷
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

内
お
子
さ
ん
を
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
し

な
が
ら
、
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

　

絵
本
「
し
ゃ
か
し
ゃ
か
じ
ゅ
う

じ
ゅ
う
」、「
ゆ
き
の
ひ
の
く
ろ

く
ま
」、「
も
り
の
お
ふ
ろ
」、
紙

芝
居
「
は
な
み
ず
ち
ゅ
る
る
～

ん
！
」、「
み
い
ち
ゃ
ん
の
冬
」
な

ど
を
読
み
ま
す
。
対
ど
な
た
で
も

小
出
郷
図
書
館

問
☎
７
９
２
・
０
３
３
７

 ❷
市
内
図
書
館
（
室
）　　

年
末
年
始
の
貸
出
期
間
を

延
長
し
ま
す

◦
図
書
：
１２
月
１５
日
㈰
～
２８
日
㈯

に
貸
出
し
た
も
の
…
貸
出
期
間
３

週
間

◦
雑
誌
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
：
１２
月

２２
日
㈰
～
２８
日
㈯
に
貸
出
し
た
も

の
…
貸
出
期
間
２
週
間

問
小
出
郷
図
書
館
、
広
神
図
書
館

☎
７
９
９
・
３
２
２
７

 ◆
子
ど
も
習
字
教
室

日
１２
月
２６
日
㈭
、
１
月
４
日
㈯

１０
時
～
１１
時
３０
分
（
全
２
回
）

場
小
出
北
部
公
民
館
学
習
室

内
習
字
に
親
し
み
、
楽
し
さ
を
学

び
ま
す
。

講
柴
崎
昭
代
さ
ん

対
小
学
３
年
生
以
上
（
要
予
約
）

定
先
着
１５
人
￥
無
料

〆
１２
月
２４
日
㈫

持
書
初
め
の
手
本
、
習
字
道
具
、
書

初
め
用
紙
、
半
紙
、
新
聞
紙
１
日
分

申
小
出
北
部
公
民
館

☎
７
９
２
・
５
３
３
６

（
月
～
金
９
時
～
１６
時
）



市報うおぬま　2013. 12.10 　 20 市報うおぬま21

　

市

長
室
だ

よ
り魚

沼
市
長　

大
平　

悦
子

■
東
日
本
大
震
災
・
魚
沼
市
へ
の
避
難
者
数
の
う
ご
き
＊

１１
月

３０
日
現
在
【
公
営
住
宅
（
仮
設
住
宅
）】
…
３
世
帯
８
人
【
親
類
宅
等
避
難
者
】
８
世
帯

１２
人　

※
先
月
か
ら
変
更
な
し

市報うおぬま　2013. 12.10 　 20

 きらり☆

          魚沼人
～ うおぬまびと ～

市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

Ｑ

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分

図
書
カ
ー
ド
」、「
魚
沼
映
画
の
専
門
店
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
」
を
各
５
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
答
え
と
市
報
の
感
想
等
を
お
書
き
の
う

え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

１２
月

２０
日
㈮

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

市役所の各部署の場所や
業務内容を紹介します。

№20

こちらです。
窓口は

☎７９２－１４８３
E ﾒｰﾙ：kansazimu@city.uonuma.niigata.jp

監査委員事務局（小出公民館２階）

■
主
な
業
務

　

一
般
監
査
お
よ
び
特
別
監
査
、
決
算
監

査
、
出
納
検
査
、
監
査
情
報
の
公
開
、
住

民
監
査
請
求
の
監
査

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１２月２５日（水）です。

Ａ

「
う
お
ぬ
ま
地
方
の
健
康
調
査
」

魚
沼
市
出
身
の
歌
人
・
宮
柊
二
の
業
績

を
讃
え
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
大
会

は
何
と
い
う
大
会
で
し
ょ
う
。

①
「
宮
柊
二
記
念
館
全
国
俳
句
大
会
」

②
「
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会
」

③
「
宮
柊
二
記
念
館
全
国
川
柳
大
会
」

水野 久美子さん中野 房子さん

１１
月
２３
日
に
小
出
庁
舎
で
行

わ
れ
た
「
魚
沼
市
褒
賞
授

与
式
」
に
中
野
さ
ん
と
水
野
さ
ん

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
お
二
人
は

大
湯
温
泉
郷
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

現
役
の
芸げ
い

伎ぎ

さ
ん
で
す
。

　
「
芸
伎
」
と
は
「
芸げ
い
こ妓
」
と
も

呼
ば
れ
る
、
お
座
敷
で
踊
り
や
唄

を
披
露
す
る
方
の
こ
と
。
中
野
さ

ん
は
４５
年
、
水
野
さ
ん
は
４２
年
の

芸
歴
を
お
持
ち
で
、
永
年
に
わ
た

り
魚
沼
市
の
観
光
振
興
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

公
私
共
に
仲
良
く
さ
れ
て
い
る

お
二
人
の
付
き
合
い
は
３０
年
以
上

に
な
る
と
言
い
ま
す
。
も
と
も
と

置
屋
は
別
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

同
じ
苦
労
を
経
験
し
て
き
た
い
わ

ば
盟
友
で
あ
り
、
今
で
も
一
緒
に

お
座
敷
を
務
め
る
同
志
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
お
二
人
が
芸
伎
と

し
て
最
も
多
忙
を
極
め
て
い
た
頃

の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
明
る
い

お
二
人
で
す
の
で
、
さ
ぞ
楽
し
く

日
々
を
過
ご
し
て
い
た
か
と
思
い

き
や
、「
い
つ
辞
め
よ
う
か
、
い

つ
逃
げ
よ
う
か
。
そ
れ
だ
け
を
考

え
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。」

と
口
を
揃
え
ま
す
。
厳
し
い
縦
社

会
の
環
境
の
中
で
生
き
て
い
く
こ

　

魚
沼
地
方
は
、
全
国
的
に
見
て

脳
卒
中
が
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す
。

　

発
症
に
は
、
た
ば
こ
、
運
動
不

足
、
食
生
活
等
の
生
活
習
慣
の
問

題
や
高
血
圧
、
慢
性
腎
臓
病
、
糖

尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
の
影
響
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
根
本
的
な
予

防
法
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
２４
年
度
、新
潟
大
学
が「
う

お
ぬ
ま
地
方
の
健
康
調
査
」
を
南

魚
沼
市
で
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
生
活
習
慣
や
血
液
・
尿
、
遺

伝
子
等
に
つ
い
て
く
わ
し
く
調

べ
、
脳
卒
中
を
始
め
と
す
る
様
々

な
疾
病
予
防
に
役
立
て
る
た
め
の

も
の
で
す
。
平
成
２６
年
度
か
ら
は

魚
沼
市
で
も
こ
の
調
査
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

後
２０
年
間
続
く
予
定
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
将
来
を
担
う

若
者
た
ち
の
健
康
づ
く
り
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
魚
沼
市

も
全
面
的
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
同
様
の
調
査
と
一
緒
に
分

析
が
進
め
ら
れ
る
た
め
、
魚
沼
地

域
の
特
性
が
よ
り
明
ら
か
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

４０
歳
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
、
市
が
実

施
す
る
特
定
・
基
本
健
診
で
の
情

報
と
血
液
・
尿
の
提
供
、
年
１
回

の
健
康
状
態
に
関
す
る
調
査
へ
の

回
答
等
お
願
い
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
は
、
と
て
も
厳
し
い
も
の
で
し

た
。
女
性
だ
け
の
世
界
、
ま
た
お

酒
の
席
で
の
お
仕
事
と
な
り
ま
す

の
で
、
楽
し
い
だ
け
の
職
業
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
秘
訣
は
何
か
と
訪

ね
る
と
、「
自
分
の
仕
事
を
好
き

に
な
る
こ
と
か
し
ら
ね
。」
と
お

二
人
は
答
え
ま
す
。「
で
も
、
我

慢
と
努
力
も
必
要
よ
。」
と
、
中

野
さ
ん
が
少
し
ク
ー
ル
に
付
け
加

え
る
と
、「
そ
う
だ
ね
。
で
も
辛

抱
ば
か
り
だ
と
辛
く
な
っ
ち
ゃ
う

よ
ね
。」
と
言
い
な
が
ら
、
水
野

さ
ん
が
優
し
く
笑
い
ま
す
。

　
「
お
互
い
に
い
つ
辞
め
よ
う
か

な
ん
て
こ
と
も
話
す
け
ど
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
れ
る
だ
け
頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
す
。」
と
、
顔
を
合
わ

せ
て
に
っ
こ
り
さ
れ
ま
し
た
。

夏の雪まつりで一緒に舞台に上
がったことも。凜とした佇まいが
とっても素敵ですね。

※
置
屋
…
芸
伎
さ
ん
た
ち
が
所
属
す
る
、

い
わ
ゆ
る
事
務
所
の
よ
う
な
も
の
。

目黒ミサホ　　中島　　　　９２歳
富永　カク　　中島新田　　８４歳
中澤　茂昌　　三ツ又　　　８９歳
五十嵐一郎　　須川　　　　７２歳
髙橋　計邑　　大倉　　　　８７歳
渡辺　チイ　　渋川　　　　９９歳
佐藤　清二　　渋川　　　　９３歳
榎本　カズ　　細野　　　　９９歳
穴沢　ノブ　　東野名　　　９５歳
目黒ミヨシ　　長鳥　　　　８６歳
橫山　ギン　　福田新田　１０１歳
浅井　チセ　　大栃山　　　８４歳

横山　髙樹　　堀之内稲荷町　８８歳
富永銀太郎　　学校町　　　９２歳
小澤ヨシ子　　春日町　　　８１歳
和田　スミ　　下町一　　１０８歳
若井　眞市　　西栄町　　　９１歳
大屋　豊治　　下倉　　　　６９歳
八木　ツギ　　下島一　　　９１歳
八木　要治　　下島二　　　８０歳
吉澤　サヨ　　大石新田　１０１歳
柳澤　芳子　　徳田　　　１０１歳
田澤　安伊　　魚野地　　　９０歳
森山ミチ子　　長屋　　　　８２歳
椛澤　美子　　浦町六　　１０２歳
目黒　孝一　　上原　　　　８９歳
塩川　昭三　　板木　　　　８６歳
米山　德井　　七日市新田　８８歳
星　ハルノ　　大沢　　　　８７歳
丸山　正道　　折立又新田　７８歳
⻆屋　久江　　上折立　　　８５歳
星　　ツネ　　湯之谷芋川　９８歳
遠藤　正司　　雁坂下　　　７６歳
大塩　フミ　　和田　　　　８６歳
鈴木　ヨキ　　並柳　　　　９０歳
佐藤　文吉　　山口　　　　９０歳
中澤マツノ　　今泉　　　１００歳

山本　力
り き や

也　一男・静江　　学校町
藤塚　　結

ゆい

　正樹・美樹　堀之内宮原町
渡邉　愛

ま な か

佳　有輝・真由美　　吉水
鈴木　幸

ゆきたか

貴　佳貴・文子　　魚野地
今井　麻

ま ゆ

結　清司・成子　　　本町
渡邉　友

ゆ り

梨　奨・眞絵　　　　向山
高橋　花

か お ん

音　雄大・絵美　　四日町
桜井　光

みつなり

成　裕・愛子　　　四日町
田端　日

ひ な

奈　嘉久・玲奈　　　川西 
佐藤　朝

あ さ ひ

陽　隼人・菜保子　佐梨明神町
目黒　巧

た く ま

真　誠・智恵子　大河原二
松内　優

ゆ う や

弥　崇志・裕美　　　中原 
松内　智

と も や

哉　崇志・裕美　　　中原
星野　晟

せ い や

也　一義・愛　　　　中原  
荒井　羽

う う あ

愛　聡・英恵　　　十日町
坂大　琴

こ と ね

音　和成・恵子　　十日町
坂大　　澪

みお

　豊・あい　　　十日町
富永　希

の ぞ み

望　克明・朋子　　上ノ原 
星　　理

り く

空　健太・祐子　　　大沢
星　　綾

あ や ね

音　一成・弘美　　　大沢
覚張　結

ゆ い

衣　直樹・裕子　　雁坂下 
山田　陽

は る と

人　直樹・美架　　　中島
須佐　奏

か な た

太　央生・萌佳　　　中島
鈴木みらい　雅仁・琴美　　　新保
八木みのり　大樹・桃子　　　西村 

（10 月 21 日～ 11 月 20 日届出分）※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。ひとのうごき
ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口 うち外国人 増減
男 19,370 31 -19
女 20,378 141 -1
計 39,748 172 -20

世帯数 13,516 -6

人口と世帯数（Ｈ 25.11.1 現在）

　

前
回
の
正
解
は
、「
③
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」
で
し
た
。

当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
図
書
カ
ー
ド
】
櫻
井
正
美
さ
ん
、
今
井
静

子
さ
ん
、
田
中
な
つ
紀
さ
ん
、
外
山
章
子
さ

ん
、桜
井
ハ
ナ
さ
ん
【
映
画
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
】

中
村
寧
さ
ん
、
平
澤
タ
カ
さ
ん
、
坂
口
和
敏

さ
ん
、
阿
達
太
誠
さ
ん
、
星
野
淳
さ
ん



魚
沼
市

魚
沼
市

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

市
の
花

　カ
タクリ

市
の

木　
コブシ

市
の

鳥　
ウグイス

市

の魚
　アユ
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編
集
後
記

表
紙
の
写
真
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児童絵画

ミニミニクッキング！
Good!

　

冬
の
日
の
朝
、
道
路
の
除

雪
が
終
わ
っ
て
い
る
と
心
か

ら
あ
り
が
た
い
と
感
じ
る
も

の
で
す
。
１１
月

２２
日
、
堀
之

内
小
学
校
で
「
道
路
除
雪
を

学
習
す
る
出
前
講
座
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が

住
む
地
域
に
は
ど
の
く
ら
い

の
雪
が
降
る
の
か
、
除
雪
車

は
ど
ん
な
作
業
を
し
て
い
る

の
か
等
の
話
を
聞
い
た
あ

と
、
冬
に
大
活
躍
す
る
重
機

や
高
所
作
業
車
に
実
際
に
搭

乗
し
、
道
路
除
雪
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
京
都

の
清
水
寺
を
舞
台
に
、
今
年

一
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
一

文
字
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
記

憶
に
新
し
い
「
偽
表
示
で
は

な
く
誤
表
示
」
問
題
や
、
頻

発
し
た
竜
巻
・
台
風
等
の
災

害
が
関
連
づ
け
ら
れ
た
漢
字

が
選
ば
れ
る
よ
り
は
、
明
る

く
楽
し
い
一
文
字
で
今
年
を

締
め
く
く
り
た
い
も
の
で

す
。
こ
の
市
報
が
配
ら
れ
る

頃
に
は
発
表
さ
れ
る
今
年
の

漢
字
。
さ
て
何
が
選
ば
れ
る

で
し
ょ
う
か
（
Ｓ
）
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湯豆腐のかにあんかけ（主菜）

①豆腐を１／４等分に、かぶは縦半分、ほうれん草
　はゆでて４㎝長さに切る。しいたけは十字に飾り
　切りをする。
②鍋にだし汁、しいたけ、かぶを入れ、かぶるくら
　いの水をはって火にかける。
③中火で５分ほど煮立ったら豆腐と水気を切ったほ
　うれん草を加え、温まったら器に盛り付ける。
④別の鍋に A とかに缶を汁ごと加え、混ぜながら
　弱火にかける。とろみがついたら③にかける。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　164kcal　　たんぱく質　9.3 ｇ
脂質　7.5 ｇ　　炭水化物　12.3 ｇ　　塩分　1.1 ｇ

　あんかけ料理は、食材自体に味がしみ込んでいない薄味でも、食品

の表面に味付けする事で味を感じることができます。とろみをつける

ことで保温効果もあり、温かくいただけます。

　ゆっくり素材の味を味わって、いただきましょう。

材料（４人分）

絹ごし豆腐　　　　　１丁
かぶ　　　　　　　　２個
ほうれん草　　　１／２わ
しいたけ　　　　　　４枚
だし汁　　　　　１カップ

かに缶　　　　　小１缶
酒　　　　　　大さじ２
みりん　　　　大さじ２
片栗粉　　　　大さじ１
酢　　大さじ１と１／３
しょうゆ　大さじ１と１／３
ごま油　大さじ１と１／３｛A

今月は堀之内小学校の児童の作品です
№

107

「うちゅうのお花畑の世界」
３年  渡 辺  結 生  さん

「堀之内小学校」
６年  小 林  萌 香  さん


